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quia cum significat esse quod est， tllllC est in ea veritas et est vera 

(め ibid， cap. 10 (1 190， 4f.) シュ ミ ソ卜はDeVeritate， Lateinisch-deutsch 

Ausgabe， Einfiihrung S. 25で， アンセノLムスのこのような真.fI1!の三段階がト

マスとことなる ことを指主持している。 トマスにおいては ， 人間知性の中にある

真理と事物の中にある真理はともに派生的であるが， 前者が本来的であるのに

たいし後者は非本来的であるとされる。 そこからして significatio， enuntiatio 

の意味が卜7スとアンセノレムスのあいだでことなってくるが， いまはこの問題

にふれなL 、。

同 ハノレ卜によればProslogionは Apülogetikの書ではない ， ということにな

る。「愚かなる者」の問題は本来的に神学の問題て、あって弁祉の問題ではない，

とハノレ卜は考える(F.q. 1. S. 57-60)。

ct� Kirchliche Dogmatil三 1/1， S. 280 ノ、ノL卜l工ここで A.v. HarnackのL、ぅ

「学問的科学的神学」の理念と対決して， 神学を教会の学とLて規定したυ そ

れは神学の Sachlichkeitへの労気であるとハルトは考える。

同 ノ;ノレトと解釈学の接点を指摘したものに次の研究がある。 E.Jungel G ottes 

Sein ist im Werden.1965 

同 F. q. 1 の第2版序文で ， ハノレ卜がこの書をなすに当って HeimichScholz 

からうけた淵l激に言及している ことは興味傑い。

同 シュミ ットのProslogion対沢本の序文 S.34参wt， もちろんハノL卜にたいし

ても このような非難がしばしば加えられる。

ct母 桂寿 ー『デカノレト科学研究」附19，1 2 2-7良o

M H.G .G eyer: op. cit. S 12:1， 127 

帥 アンセルムスにおいて神の存在 ・ 本質の結合はデカルト(Med. v)にみら

れるように類比的に求められているのではなL 、。 Prosl. cap. 2 0によれば， 神

の永遠性は「神が永遠性の前に現在するjというイl:方でうえられる。 すなわち

神の存在活動が神の本質を神存在の本質となすのである。 そしてかかる神の本

質活動力、被造物にたいする神の現在であるとされる。 このようなliZI識は神の存

在の事実(das pr ae G ottes)からだけ必然化される。

川 小fTdL、作 「純粋JlIIVI批判の弁礼治のJf祭� (倫FI'.学会制「カン卜』所以， lI{j 



fンl'/lムλ U ノ " 人 "キイ/己 2 4 -4if二 おけるf'i'のイUE..llc'VJに関する1"1干の考察 8:1 

44)， 238-24 1 f{。

同 シュi ソ卜(片山logion;(�訳本の序文， S. 45f， 50.) はアンセノLムスが信仰

から[I'jちに見ることへ移るのではなく， 信仰の洞察(Glaube nsEinsicht) に特別

な;意義をおいたことを強調するが， これはこんにちの研究者の共通.flt!解であろ

う しかし信仰の三段階についてはなお無批判的であるの アンセルムスは決し

て “bloβe r Glaube n" をいっておらず， また “Schau" それn体についても11J;っ

ていない。




